石神の丘美術館屋外展示場における情報を活用した魅力向上の研究 by 阿部 昭博
− 86 −
Ｈ28地域協働研究（地域提案型・前期）
１　研究の概要（背景・目的等）
　岩手町立石神の丘美術館屋外展示場は、石神山の斜面
（敷地面積およそ14万平方メートル）に広がっており、
岩手町産の黒御影石を主材とした作品を中心に17点の彫
刻作品が展示され、四季折々の自然とともに楽しめる。
バリアフリーが重要視される今日、幼児から高齢者、障
がいのある方も利用しやすい施設としてハード面での整
備だけでなく、作品や環境についての解説・情報提供と
いったソフト面の整備も必要とされているが、十分な職
員を配置することは難しく、様々な目的で利用する来館
者に対しての案内・情報提供は限定的にならざるを得な
い状況にある。
　2008年、本学大学院生の研究を機に、来館者が屋外展
示場を散策中に作品の情報を閲覧することができるスマ
ートフォン向け鑑賞ガイドシステムを構築し、その後も
ゲーミフィケーションの導入や隣接する道の駅からの誘
客を図るなどの取り組みを重ね、継続的にシステムの改
良を行ってきた。
　2015年、屋外展示場は、リラックス効果が森林医学の
面から専門家に実証されたエリア「森林セラピー基地」
に認定された（認定機関：特定非営利活動法人森林セラ
ピーソサエティ）。森林セラピー基地とは、複数のセラ
ピーロード®と健康増進に資する施設を有し、科学的に
癒し効果が実証された地域を指す[1]。岩手町は岩手町
スポーツ文化センターに隣接する「ゆうゆうの森」に２
つのコース、石神の丘美術館屋外展示場内に３つのコー
スが森林セラピーロードとして認定された（図１）。
 
　これまで以上に、美術鑑賞だけに限らない多様な目的
をもった幅広い年齢層の利用が増えることが考えられる。
健康づくりや癒しを目的とした来館者にとっては、これ
まで運用してきた彫刻作品や自然環境に対するガイドシ
ステムだけでなく、新たなICTによって屋外展示場での
ウォーキングを通じた健康増進の支援や森林セラピーの
認知度向上のための効果的な情報発信を強化することで、
リピータ増への効果が期待できる。高齢化・人口減少が
すすむ社会にあって、豊かな生き方・暮らし方を考える
とき、健康福祉と文化振興は重要な課題である。
　本研究では、これまでの鑑賞ガイドシステムへの取り
組み実績を活かし、「森林セラピー基地」認定を機に健
康増進や癒しをもとめて訪れる来館者への健康福祉面で
の情報支援の在り方について、他地域や来館者の調査も
踏まえつつ、新たなICT活用のフィジビリティスタディ
を実施する。そして、得られた知見を今後の施設運営に
活かす。
２　研究の内容（方法・経過等）
　本研究では、岩手町森林セラピー基地のうち石神の丘
美術館のみを対象とし、次の手順で調査研究を実施した。
⑴　他地域の取組み動向調査
　まず、全国の森林セラピー基地全62ヶ所のWebサイ
トを対象に、森林セラピー基地における情報発信と利活
用の現状を分析した。次に、森林セラピー基地の認定と
普及啓発を推進している機関[1]を訪問し、他地域の先
進事例や類似事例に関する情報収集を行った。前述の調
査結果を踏まえて、森林セラピー基地第一期認定地とし
て日本ヘルスツーリズム大賞を受賞するなど継続的に地
域での活用を進めている長野県飯山市「森林セラピー基
地いいやま」の現地調査を実施した。
⑵　森林セラピーに対する来館者の意向調査
　岩手町の森林セラピー基地認定に対する認知度やセラ
ピーロードの利用ニーズを把握するために、来館者や施
設関係者等に対しアンケート調査（期間2016年11月６日
から11月25日）を実施した。42名から回答があり「森林
セラピー自体の認知度がまだ低いことから情報発信が必
要」「岩手町在住者はある程度認知しているが他地域で
はまったく認知されていない」「セラピーロードでの活
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図１　石神の丘美術館屋外展示場のセラピーロード
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動ニーズは運動系統が多く、運動情報のサポートが望ま
れる」といった来館者側の意向把握することができた。
⑶　ICT活用に関するフィジビリティスタディ
　同施設のサポーター組織である石神の丘美術館友の会
会員や行政職員を対象に、心拍数を計測できるウェアラ
ブルデバイスとスマートフォンを用いた健康増進型鑑賞
支援システム[2]のデモシステム体験会（図２）を実施
し、実現可能性や効果について検証した。本デモシステ
ムは、現在運用している鑑賞ガイドシステムに新たに運
動支援機能を付加することを想定したものであり、阿部
研究室と民間企業の共同研究成果[3]を活用して短期間
で構築した（図３）。
 
 
⑷　森林セラピーに対応した情報支援の在り方の検討
　岩手町内の関係者で森林セラピーについて学び、その
活用や情報支援の在り方を考える「森林セラピー活用勉
強会」を開催した（図４）。講師として「森林セラピー
基地いいやま」を運営する有識者を招聘し、施設運営の
現状や誘客・ガイドに際しての留意点など多岐に渡る内
容について理解を深めた。
　行政、事業者、関係団体等から20名以上の参加があり、
健康増進、地域学習、観光といった多方面での活用の可
能性や情報発信の重要性について意見が交わされた。
３　これまで得られた研究の成果
　森林セラピーロードを有する同施設における情報支援
の在り方について、以下の知見を得た[2]。
　第一に、十分認知されているとは言い難い森林セラピ
ーについて、基地全体の総合案内専用サイトを設けるこ
とで、その魅力や楽しみ方など情報発信の充実が求めら
れる。岩手町森林セラピー基地については、森林セラピ
ーソサエティWebサイト[1]での簡単な紹介に留まって
いる。他地域のWebサイト調査からも明らかなように、
森林ウォーキングやヨガといった様々な楽しみ方、四季
を通じた自然の魅力を写真や動画等で効果的に発信する
必要がある。
　第二に、鑑賞支援と運動支援双方に対応可能なガイド
システムを導入することで、来館者の多様なニーズや形
態に対応する。個人で森林ウォーキングを楽しむ来館者
にとっては、適度なペースで運動を促し、効果も確認で
きるシステムは心強い。これにより、森林セラピーガイ
ドや運動指導員といった専門家が同行しなくとも手軽に
森林セラピーを楽しむことができる。一方、園内の鑑賞
を主とする来館者にはウェアラブルデバイスの装着によ
る正確な心拍数の計測は不要であろう。ニーズに応じて
情報提供のモードの切り替えができると良い。
　第三に、フェイスブックなどのSNSを使って、森林セ
ラピーの活用方法（楽しみ方）を積極的に発信・共有す
る。森林セラピーという余暇活動自体、来館者や地域住
民にとっては馴染みがない。施設運営側からの発信だけ
では限界があるため、住民・行政も一体になって森林セ
ラピー活用の可能性を探ってゆく取組みが期待される。
４　今後の具体的な展開
　今回の地域協働研究を契機として、地域での森林セラ
ピーに対する関心が高まり、屋外展示場でのノルディッ
クウォーキング体験会や、旅行会社による森林セラピー
のツアー企画等が具体的に動き出した。また、地域住民
への認知を高めるため行政主催の講演会・散策イベント
が実施され、今後、森林セラピーガイドの育成や森林セ
ラピーを体感するための機器等の整備も予定されている。
本研究で得られた情報支援面の知見は、新たな来館者層
の開拓とリピータ増に資するものと期待される。引き続
き協働を続けながら、情報発信や利活用の仕組みの段階
的整備に繋げてゆきたい。
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